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札幌市では、平成 22 年 3 月に「札幌市道

路維持管理基本方針」を策定し、長期的な視

点に立って、ライフサイクルコストの最小化

や事業の平準化など、計画的・効率的な維持

管理の実現に取り組んでいます。 

本計画は、札幌市が管理する道路トンネル

について、基本方針に基づき、予防保全によ

る補修を行っていきます。 
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【補修前】

【補修前】

○管理目標の設定 

 予防保全による維持管理は、主に定期点検によってトンネルの状態を把握し、早期措置段階である

健全度ランクⅢに至る前の状態から補修を行っていきます。 
　　目標水準※1

Ⅰ Ⅲ Ⅳ

健　　全 早期措置段階 緊急措置段階

構造的支障なし
構造的支障が
生じる可能性あり

構造的支障が
生じている状態

健全度ランク

Ⅱ

予防保全段階

変状はあるが、
構造的支障なし

対策の実施区分 実施しない 実施する※2

※1 目標水準とは、耐久性、安全性、経済性等のバランスを総合的に考慮し設定した水準です。
※2 健全度ランクⅡについては、補修工事等に至らない、日常パトロール等により経過観察する変状を含みます。

○補修優先順位の評価 

 管理目標から補修が必要となるトンネルを

抽出し、補修優先順位の評価によって補修グ

ループを設定します。

補修対象トンネルの抽出 

補修優先順位の評価 

(1) 健全度ランク
(2) 緊急輸送道路指定の有無
(3) 代替路線の有無

補修グループの設定 

補修グループ 

①：白井、四ツ峰、小天狗、時雨、烏帽子、神威 

②：八剣山 

③：環状通エルム、創成、宮丘 

④：平福、石切山隧道、南沢、小別沢 

○補修工法の選定 

 補修工法は本対策工を基本としています。

以下の表は、標準的な補修工法の一例です。
区　分 補修工法

断面修復工

ひび割れ注入工

当て板工（繊維シート系等）
止水注入工（ひび割れ注入）

防水パネル工

はく落防止

漏水

○補修工事 

 補修対象トンネルについて、詳細な調査や設

計を行い、優先順位が高い①のグループから順

次補修工事を実施していきます。

○本計画の運用と効果 

 本計画では、主に 5 年に 1 回の定期点検※3

によってトンネルの状態把握及び健全性評価

を行い、管理目標に基づく補修を計画的かつ

効率的に行っていきます。

また、最新の知見・技術等の活用により効

果的な点検及び補修工法を適用するなど、予

防保全型の維持管理を行っていくことによっ

て、トンネルの長寿化とライフサイクルコス

トの縮減を目指していきます。

※3 定期点検は、高所作業車を用いた近接目視点検や触診、打
音検査等を行います。（道路法施行規則第四条の五の五）

コスト 

　　時間

　　時間

　健　全Ⅰ

 予防保全段階

 緊急措置段階

 早期措置段階

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

健全度
ランク

補修

本計画で行う

予防保全型

コスト

の縮減

定期点検
定期点検

従来の

事後保全型

損傷が軽微な

段階で補修を

実施

コスト：小

明らかな損傷

となってから

補修を実施

コスト：大

目標水準

橋梁

補修計画

トンネル

補修計画 ・・・
舗装

補修計画

＜施設別補修計画＞

札幌市道路維持管理基本方針 

補修計画の実施内容 

補修計画の位置付け 

断面修復工+繊維シート系当て板工


